
低所得世帯向け給付金3990万円
瀬田地区の課題を審議
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戸
籍
住
民
基
本
台
帳
へ
の
振
り

仮
名
法
制
化
に
か
か
る
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業
費

７
７
０
万
円

森
林
環
境
税
の
開
設
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

１
４
９
万
円

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
外
壁
改
修
工
事
の
変
更

契
約
締
結

認
定
こ
ど
も
園
管
理
事
業
費

６
２
７
万
円

和
木
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算　
　
　

３
７
０
０
万
円

非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
（
追
加
交
付
分
）

３
９
９
０
万
円

家
計
急
変
世
帯
分
臨
時
特
別
給

付
金
（
追
加
交
付
分
）

１
４
０
万
円

　
和
木
町
選
挙
管
理
委
員

４
名
と
補
充
員
４
名
が
指

名
推
選
さ
れ
、
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

委
　
員  

岡
田
　
康
彦
さ
ん

　
　
　  

榊
　
　
重
成
さ
ん

　
　
　  

岡
崎
　
弘
夫
さ
ん

　
　
　  

末
岡
　
靖
士
さ
ん

補
充
員  

北
野
　
　
忠
さ
ん

　
　
　  

海
井
　
朗
弘
さ
ん

　
　
　  

轟
　
眞
由
美
さ
ん

　
　
　  

木
村
　
剛
志
さ
ん

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

　
12
月
定
例
会
は
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
9
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。　

　
議
会
は
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
1
億
5
6
8
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
46
億
9
6
0
0
万
円
と
し
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算
や
町
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
地

方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
を
適
用
す
る
条
例
な
ど
15
件
の
議
案
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
交
付

を
受
け
て
低
所
得
者
向
け
の
7
万
円
給
付
（
5
7
0
世
帯
を
予
定
）
と
子
育

て
世
帯
の
支
援
給
付
と
し
て
高
校
生
以
下
に
1
人
1
万
5
千
円
（
6
5
0
世

帯
・
1
1
5
0
人
を
対
象
）
を
給
付
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
3
人
が
登
壇
し
行
政
全
般
に
わ
た
り
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
を
支
援　

１
７
２
５
万
円

和
木
町
子
育
て
給
付
金
と
し
て
高
校
生（
18
歳
）以
下
に  

１
人
１
万
５
千
円

　

現
在
戸
籍
に
は
、
振
り
仮
名

と
い
う
も
の
が
無
く
、
住
民
票

に
つ
い
て
い
る
振
り
仮
名
は
、

便
宜
的
な
物
な
の
で
情
報
シ
ス

テ
ム
で
の
検
索
や
管
理
が
難
し

く
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
令
和
５
年
６
月
に
戸
籍
法
が

改
正
さ
れ
、
氏
名
の
振
り
仮
名

が
法
制
化
さ
れ
た
た
め
そ
れ
ぞ

れ
の
関
連
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す

る
事
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
以
降
シ
ス
テ
ム
追
加

改
修
、
令
和
７
年
度
に
全
住
民

に
よ
る
振
り
仮
名
の
届
出
・
確

認
作
業
が
生
じ
令
和
８
年
度
に

完
了
予
定
。

　

森
林
環
境
税
の
内
容
と

制
度
、
納
付
者
の
対
象
人

数
に
つ
い
て
問
う
。（
上
田
議
員
）

　

令
和
6
年
度
よ
り
個
人

住
民
税
均
等
割
（
町
民
税

3
0
0
0
円
、
県
民
税
1
5
0
0

円
）
と
併
せ
て
森
林
環
境
税
（
国

税
）
一
人
／
年
額
1
0
0
0
円

が
課
税
さ
れ
る
。
対
象
者
は
約

3
0
0
0
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
管
理
事

業
費
の
詳
細
を
問
う
。

（
津
島
議
員
）

　

こ
ど
も
園
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
保
育
業
務
の
支
援

ツ
ー
ル
で
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ

る
こ
ど
も
園
の
児
童
の
登
園
・

降
園
管
理
ま
た
教
職
員
の
出
退

勤
管
理
、
保
育
職
員
の
シ
フ
ト

管
理
、
保
護
者
と
の
双
方
向
の

連
絡
ツ
ー
ル
、
緊
急
メ
ー
ル
、

ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
有
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
と
家
計

急
変
世
帯
分
臨
時
特
別
給
付
金

の
給
付
方
法
、
給
付
時
期
に
つ

い
て
問
う
。（
上
田
議
員
）

　

非
課
税
世
帯
は
プ
ッ

シ
ュ
型
で
口
座
に
振
り
込

み
、
家
計
急
変
世
帯
の
方
は
申

請
が
必
要
。

　

支
給
時
期
は
、
今
年
２
月
中

旬
か
ら
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
般
被
保
険
者
医
療
給

付
費
、
一
般
被
保
険
者
高

額
療
養
費
い
ず
れ
も
増
え
て
い

る
が
理
由
に
つ
い
て
問
う
（
上

田
議
員
）

　

医
療
費
の
増
額
分
に
つ

い
て
は
医
療
技
術
の
高
等

化
等
に
よ
り
診
療
や
調
剤
の
費

用
が
増
え
て
い
る
。
高
額
療
養

費
は
、
入
院
や
手
術
な
ど
が
増
加

し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
受
診

控
え
の
反
動
も
要
因
と
考
え
る
。

　

粗
大
ご
み
等
を
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
す
る
際
の

手
数
料
を
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
０

０
０
円
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
５
０

０
０
円
そ
の
他
自
動
車
１
０
０

０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
改
正
す

る
も
の
で
、
改
正
の
理
由
は
、

燃
料
費
や
人
件
費
等
の
高
騰
に

よ
る
ゴ
ミ
処
理
費
増
加
へ
の
負

担
を
求
め
る
も
の
。
改
正
は
今

年
４
月
１
日
か
ら
予
定
し
て
い

る
。

　

着
工
前
に
外
壁
の
状
況
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
工
事
に
か
か

る
経
費
が
増
加
す
る
見
込
み
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
増
額
分
８

１
３
万
円
を
追
加
し
、
変
更
後
の

金
額
が
９
５
２
５
万
円
と
な
る
。

答

答

答答

問

問問

問

補
正
予
算

低
所
得
世
帯
向
け
給
付
金
３
９
９
０
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
1
世
帯
７
万
円
給
付

12月定例会、補正予算

1150人を対象

①自治会で高齢化により人手が足りない状況が
続いており、自治会の活動に不安があるため、
若い方の協力が欲しい。
②行政の施策で年齢層の若い方に自治会やボラ
ンティアなどの参加の呼びかけはできない
か。
③歩行に困難を訴える高齢者が多くなっている
ため、大竹市とバスの協定を結んで欲しい。
④町の広報誌が白黒になり寂しい。活気や町に

関心を持つため、カラーに戻す事を検討して
欲しい。
⑤町の行事で行われたイングリッシュスポーツ
のイベントは大変良いと感じたため、今後も
継続して欲しい。
⑥町外の保育所、幼稚園に通われている方が複
数人いるので、状況を教えて欲しい。
⑦小、中学校のボランティア活動は、自治会活
動にも協力してもらえないだろうか。
⑧町民の健康とふれあう場所づくりが必要なの
で、ジムなどの施設が欲しい。
⑨車の免許返納者に対してのタクシー券の配布
と補助範囲を拡充して欲しい。
⑩バスのオンデマンド化の検討はされているの
か。
⑪町民の生活道路として活用されている道路に
おいて、個人所有になっていても舗装や整備
をしてもらえないか。
⑫岩国市で行っている障がい者の方や障がいを
持つ子どもたちへの通所支援サービスや就労
支援を、和木町でも行ってもらえないか。

　議会は１１月２５日（土）和木１・２・３丁目地区の皆さまを対象に和木美術館にて
町づくり懇談会を開催しました。
　懇談会では、町づくりについてなど、さまざまな要望や意見が出されました。
　議会は問題を解決できるよう取り組んで参ります。
　なお、次回は２月１７日（土）［予備日３月２日（土）］和木４・５丁目地区の皆さま
を対象に和木４丁目第２集会所で開催予定です。

※議会町づくり懇談会は、議会と住民が共に町づくりについて話し合い、地域の課題や問題点
を一緒に考えていく場です。

議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会
～ 町づくりから生活環境までの
　　　　　　幅広い意見交わされる ～

第1３回

和木１・２・３丁目
の皆さんと開催

１班１班
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公
園
は
、
照
明
施
設
の
あ
る

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
持

ち
、
年
間
利
用
者
は
約
3
万
2

千
人
で
多
く
は
夜
間
利
用
者
で

す
。
特
色
は
、
利
用
団
体
に
年

4
万
円
の
補
助
金
を
出
し
、
施

設
の
清
掃
、
草
刈
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
も
ら

う
の
が
「
ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業
」

で
す
。
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
清

掃
に
も
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
支
援
事

業
と
し
て
住
民
の
社
会
参
加
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
制
度
で
す
。

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
の
指
定
を
受
け
た

受
入
機
関
で
、
登
録
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
付
加
さ
れ
、

ポ
イ
ン
ト
が
換
金
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
、
令
和
4
年
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
30
名
、
換
金
総
額
は
8

万
2
千
円
で
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
解
決
の

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

早
島
町
図
書
館
は
、
町
民
の

み
な
ら
ず
隣
接
す
る
岡
山
市
、

倉
敷
市
か
ら
も
来
館
者
が
多
く
、

登
録
者
数
9
千
5
百
人
を
数
え

ま
す
。
早
島
町
の
人
口
は
、
約

1
万
3
千
人
で
す
。

　

議
員
10
名
が
、
山
口
県
議
で
あ
る
有
近
眞
知
子
弁
護
士
か
ら

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
員
の
発
言
が
、
行
政
職
員

に
と
っ
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
な
ら

な
い
か
。

　

激
し
く
厳
し
い
言
葉
で
な
く

て
も
、
聞
き
手
側
が
パ
ワ
ハ
ラ

と
感
じ
た
ら
パ
ワ
ハ
ラ
の
可
能

性
が
あ
る
。
す
べ
て
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
受
け
手
側
が
ど
う

感
じ
る
か
が
問
題
と
な
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

■ 

パ
ワ
ハ
ラ
研
修

　
「
第
10
回
全
国
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
議
会
サ
ミ
ッ
ト
早
島
」
に

全
国
17
議
会
、
約
1
0
0
名
も

の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ

ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
面
積

20
㎢
以
下
の
小
さ
な
町
で
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
観
光
」「
定

住
促
進
」「
産
業
振
興
」「
議
会

改
革
」
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

2
日
間
に
わ
た
り
活
発
な
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

■ 

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

　
議
員
10
人
は
、
10
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
3
日
間
、
岡
山

県
里
庄
町
と
早
島
町
で
行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
研
修

視
察
研
修

　
「
人
に
や
さ
し
い
図
書
館
を
め

ざ
し
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
運
営

し
て
お
り
令
和
3
年
度
の
図
書

蔵
書
数
は
15
万
8
千
冊
で
す
。

運
営
は
、
館
長
と
司
書
2
名
、

会
計
年
度
職
員
5
名
で
行
っ
て

い
ま
す
。
古
典
文
学
講
座
や
伝

統
文
化
の
講
座
な
ど
、
和
木
町

立
図
書
館
の
運
営
に
も
参
考
に

な
る
べ
き
内
容
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

来館者の多い早島町図書館

里圧町つばきの丘運動公園

つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園

ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業

岡山県
里圧町

い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

岡山県
早島町

人
に
や
さ
し
い
図
書
館

岡山県
早島町
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日
本
製
紙
の
工
場
建
物
が
老
朽

化
し
て
お
り
︑
建
物
内
の
危
険
物

の
確
認
や
建
物
倒
壊
の
危
険
性
の
調
査
要

望
が
あ
る
︒

　

建
物
内
の
危
険
物
で
あ
る
重
油

や
薬
品
は
︑
確
認
後
既
に
搬
出
済

み
︒
敷
地
境
界
の
塀
は
強
度
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
︑
建
物
は
警
備
員
が
毎
日
巡

回
し
︑異
変
が
あ
れ
ば
工
場
に
報
告
す
る
︒

　

和
木
町
は
平
成
の
大
合
併
で
単

独
町
制
を
選
択
し
た
が
︑
選
択
で

の
利
点
等
は
比
較
検
証
し
た
か
︒

　

当
時
は
︑
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
︑
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
い
と
判
断
し
た
︒
町
で
﹁
合
併

し
た
方
が
良
か
っ
た
﹂
と
い
う
意
見
は
な

く
︑
比
較
検
証
を
し
た
こ
と
も
な
い
︒

　

あ
い
あ
い
バ
ス
の
和
木
駅
発
最

終
便
が
︑
瀬
田
方
面
18
時
10
分
と

早
く
な
っ
た
が
︑
19
時
台
の
復
活
は
で
き

な
い
か
︒

　

最
終
便
廃
止
は
︑
厚
生
労
働
省

が
策
定
し
た
バ
ス
運
転
手
の
労
働

時
間
等
の
改
善
基
準
に
基
づ
き
︑
運
転
手

の
長
時
間
労
働
の
改
善
を
図
る
た
め
に

行
っ
た
︒
復
活
に
は
追
加
の
運
転
手
を
雇

用
す
る
た
め
︑
年
間
5
0
0
万
円
を
超
え

る
費
用
が
必
要
で
あ
る
︒

　

つ
つ
じ
ヶ
丘
︑
関
ヶ
浜
地
区
の

小
学
生
の
バ
ス
通
学
に
つ
い
て
︑

通
学
路
の
交
通
状
況
や
環
境
の
悪
化
を
考

慮
し
て
︑
登
校
時
に
﹁
あ
い
あ
い
バ
ス
﹂

を
利
用
で
き
な
い
か
︒
法
律
で
4
㎞
と
い

う
通
学
距
離
の
制
限
は
あ
る
が
︑
子
供
た

ち
の
命
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
で
は
︒

　

小
中
学
校
長
宛
に
住
民
か
ら
陳

情
書
が
出
て
お
り
︑
小
中
の
学
校

運
営
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
て
も
ら

う
︒
内
容
を
す
り
あ
わ
せ
た
後
︑﹁
和
木

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
﹂

に
報
告
し
︑2
月
中
旬
頃
に
確
認
を
す
る
︒

　

高
齢
者
避
難
支
援
制
度
が
始

ま
っ
た
が
︑
対
象
者
は
年
々
増
加

す
る
︒
避
難
対
象
者
情
報
を
自
治
会
長
に

年
1
回
連
絡
し
て
い
る
が
︑
人
命
に
関
わ

る
重
大
な
こ
と
で
も
あ
り
︑
年
1
回
で
は

対
応
不
十
分
で
は
な
い
か
︒

　

ま
ず
各
地
区
民
生
委
員
に
よ
る

﹁
高
齢
者
実
態
調
査
﹂
か
ら
﹁
要
配

慮
者
名
簿
﹂
を
作
成
し
︑
名
簿
に
掲
載
さ

れ
た
方
が
﹁
個
別
避
難
計
画
﹂
の
対
象
者

に
な
る
︒
こ
の
﹁
要
配
慮
者
名
簿
﹂
は
年

1
回
の
﹁
高
齢
者
実
態
調
査
﹂
を
受
け
て

更
新
さ
れ
る
た
め
︑
現
行
﹁
個
別
避
難
計

画
﹂
も
年
1
回
の
更
新
を
原
則
と
し
て
い

る
︒

老朽化する日本製紙工場建物

＊
工
場
建
物
の
老
朽
化
へ
の
対
応

＊
あ
い
あ
い
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

＊
小
中
学
校
で
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
現
状
は

＊
高
齢
者
避
難
支
援
制
度
の
更
新

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
︑
子
ど

も
達
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
や
学

校
生
活
に
多
大
な
影
響
が
あ
り
︑
不
登
校

児
童
・
生
徒
が
増
加
し
た
報
告
が
あ
る
︒

町
の
小
中
学
校
で
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
現
状
は
︒︵
上
田
議
員
︶

　

令
和
2
年
度
以
降
少
し
ず
つ
増

加
傾
向
に
あ
り
︑
小
中
学
校
合
せ

て
令
和
2
年
度
は
４
人
︑3
年
度
は
６
人
︑

４
年
度
は
８
人
と
な
っ
て
い
る
︒
殆
ど
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
は
︑
町
教
委
が
設
置

す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
ス
マ
イ
ル

ル
ー
ム
﹂
に
入
室
登
録
し
て
お
り
︑
町
教

委
も
不
登
校
児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
庭
に

し
っ
か
り
寄
り
添
い
︑
家
庭
訪
問
や
ケ
ー

ス
会
議
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

　

和
木
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
金
額
は
ど
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
る
の
か
︒︵
上
田
議
員
︶

　

原
則
と
し
て
︑
一
般
職
員
の
給

料
表
を
準
用
し
て
報
酬
額
を
い
ず

れ
か
の
号
給
に
当
て
は
め
る
︒
当
て
は
め

る
号
給
は
︑
職
種
・
必
要
な
資
格
等
を
勘

案
し
て
決
定
す
る
︒
額
は
最
低
賃
金
を
下

回
ら
な
い
よ
う
に
決
定
し
︑
近
隣
市
町
の

状
況
も
調
査
し
て
決
定
す
る
︒

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

議会で審議

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町民の重要な交通手段　あいあいバス

＊
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
金
額
は

そ
の
他
の
質
疑

関ヶ浜地区 瀬田地区 和木1･2・3丁目 和木4･5丁目
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今
年
は
例
年
に
な
く
熊
や
イ
ノ

シ
シ
等
の
目
撃
情
報
が
多
い
︒
遭

遇
し
た
場
合
の
対
応
や
︑
罠
設
置
等
の
資

格
や
捕
獲
後
の
処
理
は
︒

　

熊
は
目
を
離
さ
ず
︑
ゆ
っ
く
り

静
か
に
後
退
し
避
難
︒
イ
ノ
シ
シ

等
そ
の
他
の
動
物
も
同
様
に
静
か
に
避
難

す
る
︒
鳥
獣
を
駆
除
目
的
で
捕
獲
す
る
場

合
は
︑
狩
猟
免
許
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可

が
必
要
︒
捕
獲
後
の
処
理
は
︑
猟
友
会
に

依
頼
す
る
か
︑
町
の
最
終
処
分
場
で
埋
葬

す
る
︒

　

通
学
時
に
児
童
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
︑
和
木
４
丁
目

か
ら
国
道
に
抜
け
る
町
道
に
規
制
を
か
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
︒
朝
の
通
勤
時
間

時
に
車
や
バ
イ
ク
が
往
来
し
危
険
だ
︒

︵
嘉
屋
議
員
︶

　

地
元
の
理
解
が
あ
れ
ば
︵
最
低

で
も
５
世
帯
の
同
意
は
必
要
︶︑
公

安
委
員
会
に
依
頼
し
︑
協
議
し
た
い
︒

国道2号線に抜ける和木4丁目町道

　

さ
く
ら
遊
園
地
か
ら
の
︑
県
道

蜂
ヶ
峯
公
園
線
の
工
事
の
進
捗
状

況
は
︒　

蜂
ヶ
峯
公
園
入
口
の
テ
レ
ビ
塔

付
近
の
道
路
改
良
工
事
が
︑
間
も

な
く
着
工
︒
期
間
は
令
和
６
年
12
月
ま
で

の
予
定
で
︑
完
成
は
未
定
︒

　

集
会
所
や
坂
根
児
童
公
園
等
に

草
が
繁
茂
し
て
い
る
︒
自
治
会
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
く
町
で
の
対
応
は
可

能
か
︒　

草
刈
り
の
要
望
は
今
後
の
町
づ

く
り
懇
談
会
で
も
出
る
と
思
う
の

で
︑
全
地
区
の
要
望
を
ま
と
め
た
後
に
検

討
す
る
︒

　

蜂
ヶ
峯
公
園
の
整
備
に
関
し
︑

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
状
況
が
続
き
目
に
余
る
︒
整
備

す
る
の
か
他
の
活
用
を
考
え
る
の
か
︒
ま

た
︑
公
園
内
の
見
晴
台
は
景
観
が
良
い
の

で
︑
整
備
し
て
使
用
で
き
な
い
か
︒

　

現
在
︑都
市
建
設
課
内
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
検
討
委
員
会
を
設
け
︑
キ
ャ

ン
プ
場
と
い
う
用
途
に
限
ら
ず
︑
観
覧
車

や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
も
含
め
た
広
い
エ

リ
ア
の
活
用
も
視
野
に
考
え
て
い
る
︒

　

見
晴
台
は﹁
物
見
台
広
場
﹂と
呼
ば
れ
︑

公
園
施
設
で
は
な
く
︑
団
地
開
発
時
に

県
が
配
水
池
建
設
に
併
せ
整
備
し
︑
現

在
は
町
が
管
理
し
て
い
る
︒
団
地
に
接

し
て
お
り
︑
集
客
施
設
と
し
て
の
整
備

は
難
し
い
︒

　

大
和
橋
か
ら
役
場
庁
舎
に
続
く

町
道
﹁
あ
い
さ
つ
通
り
﹂
に
︑
街

路
樹
と
し
て
町
木
ヤ
マ
モ
モ
が
植
栽
さ
れ

て
い
る
︒
街
路
樹
と
し
て
相
応
し
く
な
い

の
か
多
く
が
伐
採
さ
れ
︑
石
や
岩
が
配
置

さ
れ
て
い
る
︒
町
並
み
の
景
観
と
し
て
街

路
樹
が
必
要
か
ど
う
か
今
後
の
対
応
は
︒

　

当
初
は
つ
つ
じ
も
植
栽
し
て
い

た
が
︑
管
理
が
困
難
で
石
や
岩
を

配
置
︒
ヤ
マ
モ
モ
は
40
年
が
経
過
し
︑
排

気
ガ
ス
の
影
響
で
枯
死
し
28
本
が
残
る
︒

こ
の
新
大
和
橋
通
り
線
は
︑
都
市
計
画
道

路
と
し
て
整
備
さ
れ
︑
町
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
も
あ
り
︑
整
備
︑
維
持
管
理
の

方
法
は
検
討
を
進
め
る
︒

手入れが必要な蜂ヶ峯公園キャンプ場

＊
県
道
蜂
ヶ
峯
公
園
線
の
着
工

＊
集
会
所
や
公
園
の
維
持
管
理

＊
あ
い
さ
つ
通
り
の
景
観
対
策

瀬田地区での課題を

そ
の
他
の
質
疑

民
生
建
設
常
任
委
員
会

委員会委員会
ナ　ウ

＊
鳥
獣
対
応
に
つ
い
て

景観が大事なメインストリート

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

＊
道
路
規
制
に
つ
い
て

5



対象者拡充が望まれるタクシー券

緊急車両が入れない日本製紙工場裏の道路

　

瀬
田
地
区
（
分
館
前
）

の
バ
ス
停
止
場
所
に
、

日
よ
け
と
椅
子
の
設
置
を
検

討
で
き
な
い
か
。
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
や
地
球
温

暖
化
に
よ
り
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
以
前
と
同
じ
よ
う
に

設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

あ
い
あ
い
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
特
定
の
場
所

を
除
き
バ
ス
停
を
設
け
て
い

な
い
た
め
、
日
よ
け
や
椅
子

は
設
置
を
し
て
い
な
い
。
バ

ス
の
到
着
間
際
ま
で
ご
自
宅

で
待
機
い
た
だ
き
、
ご
乗
車

頂
け
れ
ば
と
思
う
。

　

瀬
田
口
の
公
衆
ト
イ

レ
入
口
ま
わ
り
を
明
る

く
き
れ
い
に
維
持
で
き
な
い

か
。　

ト
イ
レ
の
山
側
は
私

有
地
と
な
っ
て
お
り
、

管
理
者
が
年
2
回
の
剪
定
を

実
施
し
て
い
る
。
状
況
に
応

じ
て
伐
採
等
の
依
頼
は
す
る

が
、
私
有
地
に
つ
き
町
で
の

実
施
が
困
難
で
あ
る
。

　

和
木
町
も
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

敬
老
金
は
廃
止
の
方
向
で
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　

敬
老
金
支
給
事
業
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の

廃
止
は
考
え
て
な
い
が
、
町

の
財
政
状
況
次
第
で
は
支
給

額
の
減
額
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
対
象
者

は
、
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
、
75
歳
以
上
の
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

世
帯
主
で
あ
る
方
で
同
一
敷

地
内
ま
た
は
近
隣
（
隣
接
地
）

に
子
息
等
が
居
住
し
て
い
な

い
方
と
な
っ
て
い
る
。
70
歳

以
上
で
同
居
家
族
が
い
る
方

に
も
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
を

検
討
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

枚
数
の
増
加
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

予
算
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
本
制
度
の
見
直
し

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。　

引
き
込
み
線
の
跡
地

利
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
現
状
と
今

後
の
予
定
は
。

　

引
き
込
み
線
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
引
き
込
み
線
跡
地

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
協

議
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、

現
時
点
に
お
い
て
新
た
な
計

画
案
が
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

引
き
続
き
事
業
化
へ
向
け
、

検
討
し
て
い
く
。

　
瀬
田
地
区
の
急
斜
面

（
道
海
公
園
上
側
水
路
付

近
・
瀬
田
２
丁
目
集
会
所
横
）

で
は
雑
木
も
多
く
、
土
砂
災

害
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
整
備
を
検
討
で
き
な

い
か
。

　

瀬
田
地
区
の
急
斜
面

で
異
常
な
兆
候
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
現
地
調

査
、
対
策
工
事
を
行
う
。

　

坂
根
川
上
流
の
堰
堤

は
定
期
的
に
点
検
整
備

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

内
容
は
。

　

山
口
県
が
管
理
す
る

治
山
堰
堤
は
、
５
年
に

１
度
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、

構
造
物
等
の
状
態
を
確
認
し

て
い
る
。

　

日
本
製
紙
工
場
裏
の

道
路
が
狭
く
緊
急
車
両

も
入
れ
な
い
た
め
、
道
路
の

拡
張
は
検
討
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
工
場
前
の
護
岸
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

　

日
本
製
紙
工
場
裏
の

狭
い
道
路
の
拡
幅
整
備

に
は
、
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
、
自
治
会
を
通
じ
て
町

に
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

瀬
田
川
の
護
岸
工
事
は
、
令

和
５
年
度
、
延
長
10
ｍ
の
整

備
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

答答

答

答答

答

答

答

問

問

問問

問

問

問

問

町
づ
く
り
懇
談
会

瀬
田
地
区
で
の
課
題
を
議
会
で
審
議
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社
会
の
急
激
な
変
化

が
進
む
中
で
、
子
ど
も

が
予
測
不
可
能
な
未
来
社
会
を

自
立
し
て
生
き
、
社
会
の
形
成

に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
や
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
学
校
教

育
の
改
善
・
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
学
習
指
導
の
み
な
ら

ず
、
学
校
が
か
か
え
る
課
題
は
、

よ
り
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
、
教
員
勤
務

実
態
調
査
の
平
成
28
年
度
の
集

計
で
も
、
看
過
で
き
な
い
教
師

の
勤
務
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
全
国
で
働
き
方
改
革
の
取
り

組
み
の
実
施
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
一

方
で
自
治
体
・
学
校
間
の
取
り

組
み
状
況
に
差
が
み
ら
れ
、
さ

ら
に
取
り
組
み
を
加
速
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
は
、
学
校
だ
け

が
行
う
の
で
は
な
く
、
教
育
委

員
会
も
一
緒
に
な
っ
て
推
進
を

し
て
い
る
。

　

教
育
予
算
や
教
職
員
定
数
の

改
善
、
教
員
確
保
等
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
が
先
頭
に
立
っ
て

改
革
を
進
め
る
が
、
一
人
ひ
と

り
の
教
員
の
勤
務
時
間
管
理
及

び
健
康
管
理
、
業
務
改
善
の
見

直
し
等
の
責
任
を
有
し
て
い
る

の
は
各
校
長
で
あ
り
、
服
務
監

督
を
す
る
の
は
教
育
委
員
会
で

あ
る
の
で
学
校
の
課
題
を
互
い

に
共
有
し
、
学
校
の
実
態
に
合

わ
せ
て
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　

本
町
の
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、県
教
委
が
定
め
て
い
る
「
山

口
県
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て

進
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
に

は
、
取
組
を
進
め
る
た
め
の
３

つ
の
柱
と
し
て
、「
業
務
の
見

直
し
・
効
率
化
」、「
勤
務
体
制

等
の
改
善
」、「
学
校
支
援
人
材

の
活
用
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

町
教
委
、
学
校
と
も
に
こ
の
３

つ
の
柱
を
意
識
し
た
改
革
を
進

め
て
い
る
。
町
教
委
と
し
て
は
、

教
職
員
を
集
め
た
会
議
の
簡
素

化
、
長
期
休
業
中
に
お
け
る
学

校
閉
庁
日
の
設
定
、
町
雇
用
教

職
員
や
業
務
支
援
員
等
の
配
置

を
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
、
部
活
動
を
中
止

す
る
日
を
設
定
し
た
り
、
除
草

作
業
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
を
受
け
た
り
す
る
等
の
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
時
間
外
在

校
等
時
間
の
縮
減
を
図
っ
て
い

る
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
の
理
解
も
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
学
校
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
働

き
方
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

教
育
長

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　学校における働き方改革を
　どのように推進するのか

A働き方改革は学校だけではなく、
教育委員会も一緒になって推進を行う

教育長

働き方改革に取り組んでいる中学校

工夫して取り組むクラブ活動
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本
町
に
は
障
害
者
の

特
定
相
談
支
援
事
業
所

が
な
い
。
障
害
者
や
家
族
の
相

談
に
当
課
は
ど
う
対
応
し
て
い

る
か
。　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
る
が
、
保

健
福
祉
課
と
委
託
相
談
支
援
事

業
所
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
町
内
の
民
生
委
員
と
の

連
携
や
町
内
の
身
体
障
害
者
相

談
員
、
知
的
障
害
者
相
談
員
各

１
名
、
岩
国
市
療
育
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

　
障
害
者
や
関
係
者
が

役
場
の
個
室
を
利
用
し

て
相
談
に
応
じ
て
ほ
し
い
と
い

う
希
望
の
場
合
ど
う
対
応
す
る

か
。

　

事
前
に
担
当
課
に
連

絡
が
あ
れ
ば
、
会
議
室

な
ど
の
部
屋
を
用
意
す
る
。
支

援
事
業
所
の
相
談
員
は
自
宅
へ

の
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

　
担
当
課
及
び
町
内
相

談
員
へ
の
相
談
件
数
は
。

　

担
当
課
へ
の
相
談

は
、
新
規
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
関
す
る
事
が
年
間
5

件
、
悩
み
事
が
2
件
程
度
あ
っ

た
。
身
体
障
害
者
相
談
員
へ
の

相
談
は
、
令
和
3
年
4
年
と
も

に
０
件
。
知
的
障
害
者
相
談
員

へ
の
相
談
は
令
和
3
年
7
件
、

令
和
4
年
5
件
。

　
町
内
の
相
談
件
数
が

少
な
い
よ
う
に
思
う
が

困
っ
て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た

と
思
う
か
。
実
績
を
ど
う
受
け

止
め
る
か
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
が
、
事
業

所
の
相
談
員
に
相
談
し
て
い
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
「
障
害
者
福
祉
の
障

害
の
手
引
き
」
は
、
障
害
者
の

関
係
者
に
毎
年
配
布
し
て
い
る

か
。

　

窓
口
で
問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
、
渡
し
て
い

る
。
関
係
者
に
毎
年
配
布
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
大
変
詳
細
な
内
容
の

手
引
き
で
あ
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
の
は
当
事

者
や
高
齢
の
家
族
に
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。
毎
年
、
配
布

し
て
ほ
し
い
。

　

悩
み
等
が
あ
れ
ば
、

保
健
福
祉
課
に
問
合
せ

し
て
ほ
し
い
。
手
引
き
は
、
依

頼
が
あ
れ
ば
渡
し
た
い
。

　
受
給
者
証
は
、
毎
年

更
新
す
る
必
要
が
あ

る
。
障
害
者
各
々
に
よ
り
更
新

月
が
異
な
る
。

　
更
新
月
に
町
か
ら
の
案
内
は

な
い
。
当
事
者
や
高
齢
の
家
族

に
は
把
握
が
困
難
で
、
実
際
に

更
新
を
失
念
し
た
為
失
効
し
た

人
が
い
る
。
町
か
ら
、
更
新
月

の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

　

自
立
支
援
医
療
、
精

神
通
院
医
療
は
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
病
状
に
つ
い

て
担
当
課
も
把
握
し
て
い
な

い
。
病
状
に
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
病

状
の
程
度
が
変
化
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
自
己
管
理
の
も
と

各
自
の
判
断
で
更
新
の
申
請
を

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
＊
手
引
き
の
配
布

＊
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

　
の
更
新

＊
相
談
支
援

課
長

課
長

そ
の
他
の
質
問

〇
町
の
広
報
誌
を
カ
ラ
ー
化
に

戻
せ
な
い
か

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ

Q　障害者相談が少ないことを
　どう受け止めるか

A事業所の相談員に相談していると
受け止める

保健福祉課長
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町
が
掲
げ
る
協
働
の

町
づ
く
り
推
進
の
た
め

に
も
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て

い
け
ば
よ
い
か
伺
う
。

　

募
集
活
動
を
は
じ
め

今
後
も
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
関
係
団
体
と
連
携
・
協

働
し
、
若
い
世
代
を
含
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意

欲
を
引
き
出
す
対
策
や
、
地
域

特
性
を
活
か
し
た
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
視
察
し
た
岡
山
県
早

島
町
の
よ
う
な
、
介
護

保
険
法
に
基
づ
い
て
地
域
支
援

事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
導
入
を
考
え
た
ら

ど
う
か
。

　

町
で
は
、
和
木
学
園

構
想
に
沿
っ
た
「
３
つ

の
あ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
令

和
元
年
か
ら
継
続
し
実
施
し
て
お

り
、
協
働
の
視
点
で
各
部
署
が
連

携
し
、
セ
ル
フ
ケ
ア
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、

介
護
予
防
に
大
変
効
果
を
あ
げ
て

い
る
た
め
、ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

　
予
定
さ
れ
た
訓
練
内

容
の
詳
細
と
ど
の
よ
う

な
成
果
を
想
定
し
て
い
た
か
。

　

個
別
避
難
計
画
の
実

行
性
を
検
証
す
る
こ

と
、
地
震
発
生
に
よ
る
被
害
情

報
の
収
集
・
対
応
、
住
民
へ
の

「
防
災
意
識
の
高
揚
」
を
目
的

と
し
た
３
つ
の
区
分
に
よ
り
計

画
し
た
。　

避
難
情
報
の
発
令
や

災
害
対
策
本
部
及
び
消

防
団
の
災
害
対
応
の
内
容
は
。

　

地
震
発
生
以
降
に
お

け
る
災
害
情
報
等
の
収

集
、
災
害
対
応
を
行
い
、
災
害

対
策
本
部
で
収
集
・
整
理
し
た

情
報
か
ら
災
害
の
全
体
像
、
町

と
し
て
の
対
応
の
焦
点
を
明
ら

か
に
し
、
町
の
当
面
の
対
応
方

針
等
を
関
係
部
署
に
明
示
す
る

こ
と
。

　
住
民
の
避
難
行
動
に

つ
い
て
、
検
証
結
果
の

予
定
は
。

　

当
日
は
、
個
別
避
難

計
画
に
基
づ
き
避
難
支

援
関
係
者
か
ら
支
援
対
象
者
へ

の
連
絡
及
び
そ
の
結
果
を
町
へ

通
報
、
町
は
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
公
用
車
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、

消
防
団
車
両
を
運
用
し
て
支
援

対
象
者
を
避
難
所
ま
で
の
移
動

支
援
を
行
い
、
支
援
の
手
順
と

相
互
理
解
、
本
計
画
に
よ
る
実

効
性
の
確
認
を
行
う
予
定
だ
っ

た
。

　
高
齢
者
、
障
害
者
が

含
ま
れ
た
避
難
訓
練
は

実
施
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
か
。

　

町
か
ら
、
個
別
避
難

計
画
の
対
象
者
で
あ

る
、
全
部
で
「
58
世
帯
70
名
」

の
方
々
全
て
に
今
回
の
防
災
訓

練
の
案
内
を
行
な
い
、
33
名
の

方
か
ら
参
加
の
回
答
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
に
は
、
日
常
車
椅

子
で
生
活
し
て
い
る
方
や
、
視

覚
障
害
の
あ
る
方
も
参
加
予
定

だ
っ
た
。　

今
回
防
災
訓
練
が
中

止
に
な
っ
た
が
、
早
期

に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

今
年
度
中
に
実
施
す

る
こ
と
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

　

来
年
度
の
訓
練
計
画
を
考
え

る
上
で
、
本
年
度
と
同
様
に
３

つ
を
同
時
に
実
施
す
る
か
、
分

け
て
行
う
か
検
討
し
、
令
和
６

年
度
中
の
適
切
な
時
期
に
あ
ら

た
め
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
本
町
の
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
現
状

は
。

　
町
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
相
談
や
支

援
、
育
成
、
情
報
発
信
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

　
制
度
で
福
祉
の
充
実
を

課
長

課
長

課
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

令和元年に行なわれた住民避難訓練
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Q　防災を想定した訓練の目的は
A住民への防災意識の高揚を
目的とする

企画総務課長

森脇 明美 議員
もりわき あけみ



①賃貸住宅が多く、転出が多い和木町の定着率を
高めるため、人口減少対策や空家問題をしっか
り考えていくべきだ。
②町民は気づきにくいが、和木町の強みをもっと
外に向けて発信し、住み続けたい町の発信と
ピーアールをして欲しい。
③和木町の企業の永続性は分からないため、企業
との情報交換を密にして、大企業跡地の問題な
ども対応すべきだ。
④社宅の建替え等で、家庭持ちの社員が和木に
戻ってくる可能性もある。企業の状況と情報収
集を行い、将来に対する政策を考えるべきだ。
⑤買物難民がいるので、旧幼稚園跡地の活用にお
いてスーパーの誘致を考えて欲しい。また子育
て世代を中心にした住宅もできるのが理想だ。
⑥町づくりには、地域での繋がりや声かけ、近所

づきあいが大事で、災害時にも役立つ「向こう
三軒両隣」の考えが必要だ。
⑦自治会に加入しない世帯が増えてきたが、子供
会、自治会、敬老会などが繋がって餅つき大会
や地区祭り、盆踊り大会などに参加させる工夫
が必要ではないか。
⑧町内の安全性を高めるため、コロナで休止状態
であった防犯パトロールを復活して欲しい。
⑨津波や川の氾濫時における避難態勢の確保と情
報が入手できる環境を作ることが必要ではない
か。特に災害弱者への対策はしっかりお願いし
たい。
⑩さくら公園から延びる県道蜂ヶ峯公園線におけ
る工事進行状況を、今後も住民に定期的に知ら
せて欲しい。
⑪大和橋から役場までの街路樹については、メ
リットデメリットはあるが、今後の方向性を考
える必要がある。
⑫和木町内の狭い道路や交差点、三叉路には、注
意喚起のためにカラー舗装をして欲しい。
⑬投票率の低さを少しでも低減するため、3 年後
には選挙権を持つ中学 3 年生の中学生議会・子
ども議会をやるべきではないか。町の将来を考
え、ふるさとへの愛着を抱くためにも子ども議
会を考えるべきでは。
⑭議員にとって一般質問は大事な仕事であるの
に、やらない人がいるのは残念だ。

２班２班

①町民プール横のカイヅカが道路にはみ出してい
るので切って欲しい。
②役場前丁字路のゼブラマークが消えかかってい
るので、塗って欲しい。
③小瀬川沿いの遊歩道に街灯をつけて欲しい。
④あいあいバスの最終便を復活させて欲しいとい
う意見があるが、復活させるなら予算をつけな
ければいけないと思う。
⑤つつじヶ丘の坂道が滑りやすいため、バス通学
に変えた方がいい。
⑥関ヶ浜地区は徒歩通学を継続するべきだ。
⑦関ヶ浜地区の旧和田衣料品店前の十字路に信号
をつけて欲しい。

⑧和木駅前の丁字路に信号をつけて欲しい。
⑨文化協会がよく頑張っているから継続して欲し
い。
⑩中学校の前あたりの水銀灯を LED に変えてほ
しい。
⑪町営バスが傷んでいるが、修理費が税金の無駄
使いに思える。
⑫子ども神輿の数が減ったが、以前のように戻し
て欲しい。
⑬役場西側の駐車場のラインが消えかかっている
ので、ラインの引き直しを考えてほしい。
⑭和木中学校前の水路がゴミ、沈殿物、虫などで
汚いため、きれいにして欲しい。
⑮駐在所付近の水路をきれいにするために、水を
もっと流して欲しい。
⑯坂根川から蜂ヶ峯に上がる遊歩道をきれいにし
て欲しい。
⑰中道のグレーチングが滑りやすいので直して欲
しい。
⑱養専寺前から和木郵便局までのアスファルト舗
装は高品質だが、他の道路と違うのはなぜか。
⑲ボランティアポイント制度を和木町にも取り入
れて欲しい。

３班３班
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戸
籍
住
民
基
本
台
帳
へ
の
振
り

仮
名
法
制
化
に
か
か
る
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業
費

７
７
０
万
円

森
林
環
境
税
の
開
設
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

１
４
９
万
円

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
外
壁
改
修
工
事
の
変
更

契
約
締
結

認
定
こ
ど
も
園
管
理
事
業
費

６
２
７
万
円

和
木
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算　
　
　

３
７
０
０
万
円

非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
（
追
加
交
付
分
）

３
９
９
０
万
円

家
計
急
変
世
帯
分
臨
時
特
別
給

付
金
（
追
加
交
付
分
）

１
４
０
万
円

　
和
木
町
選
挙
管
理
委
員

４
名
と
補
充
員
４
名
が
指

名
推
選
さ
れ
、
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

委
　
員  

岡
田
　
康
彦
さ
ん

　
　
　  

榊
　
　
重
成
さ
ん

　
　
　  

岡
崎
　
弘
夫
さ
ん

　
　
　  

末
岡
　
靖
士
さ
ん

補
充
員  

北
野
　
　
忠
さ
ん

　
　
　  

海
井
　
朗
弘
さ
ん

　
　
　  

轟
　
眞
由
美
さ
ん

　
　
　  

木
村
　
剛
志
さ
ん

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

　
12
月
定
例
会
は
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
9
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。　

　
議
会
は
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
1
億
5
6
8
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
46
億
9
6
0
0
万
円
と
し
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算
や
町
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
地

方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
を
適
用
す
る
条
例
な
ど
15
件
の
議
案
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
交
付

を
受
け
て
低
所
得
者
向
け
の
7
万
円
給
付
（
5
7
0
世
帯
を
予
定
）
と
子
育

て
世
帯
の
支
援
給
付
と
し
て
高
校
生
以
下
に
1
人
1
万
5
千
円
（
6
5
0
世

帯
・
1
1
5
0
人
を
対
象
）
を
給
付
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
3
人
が
登
壇
し
行
政
全
般
に
わ
た
り
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
を
支
援　

１
７
２
５
万
円

和
木
町
子
育
て
給
付
金
と
し
て
高
校
生（
18
歳
）以
下
に  

１
人
１
万
５
千
円

　

現
在
戸
籍
に
は
、
振
り
仮
名

と
い
う
も
の
が
無
く
、
住
民
票

に
つ
い
て
い
る
振
り
仮
名
は
、

便
宜
的
な
物
な
の
で
情
報
シ
ス

テ
ム
で
の
検
索
や
管
理
が
難
し

く
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
令
和
５
年
６
月
に
戸
籍
法
が

改
正
さ
れ
、
氏
名
の
振
り
仮
名

が
法
制
化
さ
れ
た
た
め
そ
れ
ぞ

れ
の
関
連
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す

る
事
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
以
降
シ
ス
テ
ム
追
加

改
修
、
令
和
７
年
度
に
全
住
民

に
よ
る
振
り
仮
名
の
届
出
・
確

認
作
業
が
生
じ
令
和
８
年
度
に

完
了
予
定
。

　

森
林
環
境
税
の
内
容
と

制
度
、
納
付
者
の
対
象
人

数
に
つ
い
て
問
う
。（
上
田
議
員
）

　

令
和
6
年
度
よ
り
個
人

住
民
税
均
等
割
（
町
民
税

3
0
0
0
円
、
県
民
税
1
5
0
0

円
）
と
併
せ
て
森
林
環
境
税
（
国

税
）
一
人
／
年
額
1
0
0
0
円

が
課
税
さ
れ
る
。
対
象
者
は
約

3
0
0
0
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
管
理
事

業
費
の
詳
細
を
問
う
。

（
津
島
議
員
）

　

こ
ど
も
園
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
保
育
業
務
の
支
援

ツ
ー
ル
で
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ

る
こ
ど
も
園
の
児
童
の
登
園
・

降
園
管
理
ま
た
教
職
員
の
出
退

勤
管
理
、
保
育
職
員
の
シ
フ
ト

管
理
、
保
護
者
と
の
双
方
向
の

連
絡
ツ
ー
ル
、
緊
急
メ
ー
ル
、

ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
有
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
と
家
計

急
変
世
帯
分
臨
時
特
別
給
付
金

の
給
付
方
法
、
給
付
時
期
に
つ

い
て
問
う
。（
上
田
議
員
）

　

非
課
税
世
帯
は
プ
ッ

シ
ュ
型
で
口
座
に
振
り
込

み
、
家
計
急
変
世
帯
の
方
は
申

請
が
必
要
。

　

支
給
時
期
は
、
今
年
２
月
中

旬
か
ら
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
般
被
保
険
者
医
療
給

付
費
、
一
般
被
保
険
者
高

額
療
養
費
い
ず
れ
も
増
え
て
い

る
が
理
由
に
つ
い
て
問
う
（
上

田
議
員
）

　

医
療
費
の
増
額
分
に
つ

い
て
は
医
療
技
術
の
高
等

化
等
に
よ
り
診
療
や
調
剤
の
費

用
が
増
え
て
い
る
。
高
額
療
養

費
は
、
入
院
や
手
術
な
ど
が
増
加

し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
受
診

控
え
の
反
動
も
要
因
と
考
え
る
。

　

粗
大
ご
み
等
を
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
す
る
際
の

手
数
料
を
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
０

０
０
円
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
５
０

０
０
円
そ
の
他
自
動
車
１
０
０

０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
改
正
す

る
も
の
で
、
改
正
の
理
由
は
、

燃
料
費
や
人
件
費
等
の
高
騰
に

よ
る
ゴ
ミ
処
理
費
増
加
へ
の
負

担
を
求
め
る
。
改
正
は
今
年
４

月
１
日
か
ら
予
定
し
て
い
る
。

　

着
工
前
に
外
壁
の
状
況
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
工
事
に
か
か

る
経
費
が
増
加
す
る
見
込
み
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
増
額
分
８

１
３
万
円
を
追
加
し
、
変
更
後
の

金
額
が
９
５
２
５
万
円
と
な
る
。

答

答

答答

問

問問

問

補
正
予
算

低
所
得
世
帯
向
け
給
付
金
３
９
９
０
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
1
世
帯
７
万
円
給
付

12月定例会、補正予算

1150人を対象

①自治会で高齢化により人手が足りない状況が
続いており、自治会の活動に不安があるため、
若い方の協力が欲しい。
②行政の施策で年齢層の若い方に自治会やボラ
ンティアなどの参加の呼びかけはできない
か。
③歩行に困難を訴える高齢者が多くなっている
ため、大竹市とバスの協定を結んで欲しい。
④町の広報誌が白黒になり寂しい。活気や町に

関心を持つため、カラーに戻す事を検討して
欲しい。
⑤町の行事で行われたイングリッシュスポーツ
のイベントは大変良いと感じたため、今後も
継続して欲しい。
⑥町外の保育所、幼稚園に通われている方が複
数人いるので、状況を教えて欲しい。
⑦小、中学校のボランティア活動は、自治会活
動にも協力してもらえないだろうか。
⑧町民の健康とふれあう場所づくりが必要なの
で、ジムなどの施設が欲しい。
⑨車の免許返納者に対してのタクシー券の配布
と補助範囲を拡充して欲しい。
⑩バスのオンデマンド化の検討はされているの
か。
⑪町民の生活道路として活用されている道路に
おいて、個人所有になっていても舗装や整備
をしてもらえないか。
⑫岩国市で行っている障がい者の方や障がいを
持つ子どもたちへの通所支援サービスや就労
支援を、和木町でも行ってもらえないか。

　議会は１１月２５日（土）和木１・２・３丁目地区の皆さまを対象に和木美術館にて
町づくり懇談会を開催しました。
　懇談会では、町づくりについてなど、さまざまな要望や意見が出されました。
　議会は問題を解決できるよう取り組んで参ります。
　なお、次回は２月１７日（土）［予備日３月２日（土）］和木４・５丁目地区の皆さま
を対象に和木４丁目第２集会所で開催予定です。

※議会町づくり懇談会は、議会と住民が共に町づくりについて話し合い、地域の課題や問題点
を一緒に考えていく場です。

議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会
～ 町づくりから生活環境までの
　　　　　　幅広い意見交わされる ～

第1３回

和木１・２・３丁目
の皆さんと開催

１班１班
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令
和
5
年
度
は
町
づ
く
り
懇
談
会
を

新
人
議
員
の
紹
介
を
兼
ね
、
年
に
4
回

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
町
づ
く
り
懇
談
会
の
中
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
い
た
だ
い
た
問
題
点
に
つ
い

て
委
員
会
ご
と
に
行
政
側
に
質
問
を
し

て
答
え
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
全
質
問
に
つ
い
て
掲
載
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
本
年
の
決
意
を
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

ア
イ
キ
ャ
ン
で
1
5
秒
ほ
ど
撮
影
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
5
秒
で
す
の
で

語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
私
は
、
今
年
議

会
議
員
と
な
り
1
0
年
目
を
迎
え
ま

す
。
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
良
い
町
に
な
る
よ
う
心
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
広
報
の
仕
事
も
好
き
な
の
で
楽
し
く

広
報
誌
つ
く
り
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
中
村  

充
子
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二    中村  充子
明本  光弘    三分一  淳

広 報 部

発行責任者

秋﨑  彩香 さん

上村  優芽 さん
①地域の交流の場が多いこと。
②子供から高齢者までもっと
暮らしやすい町にすること。
③影響力のある人になりたい。

粟河  太陽 さん
①児童生徒を育てやすい環境
にあり、都市部にも近く生
活がしやすいところ。
②大学生への支援をしてほし
い。具体的には医療費の負
担等。
③和木で育った経験を活かし
て社会で活躍したい。

國
廣  

壱
生 

さ
ん

①広島県に近くすぐに都市部に行け
る場所にあり、静かでとても住み
やすい場所。
②元々和木町に居住していた人が大
学生になった時の支援。
③人々が楽しめるものが作れるプロ
グラマー。

岩
崎  

陸 

さ
ん

①小さい街だからこそ、地域のまと
まりとか「輪（和）」が強くてあい
あいとしている！離れたところに
暮らしていても帰ってきた時の
アットホームな空気感。
②商業施設などの若者の楽しめる空
間を増やすこと。老人ホームなど
のお年寄りも安心して暮らせる施
設を充実させること。
③地図に残るものを作る技術者にな
ること。

①和木町の素晴らしいとこ
②和木町に望むこと
③将来の夢

二十歳のつどい実行委員の
　　　　  皆さんに聞きました

明きちゃん作成

く
に
ひ
ろ

か
ず
い

い
わ
さ
き
り
く

あきざき あやか

あわかわ たいよう

うえむら ゆ    め

①人がみんな優しくてアットホー
ムな雰囲気で住みやすいとこ
ろ、交通の便がいいところ。
②今は和木町を離れているが、住
んでいた間はいい町で満足して
いた。
③人の楽しみをお手伝いできるよ
うな人と関わる仕事がしたい。
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